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基礎工学研究科 天谷喜一教授、清水克哉助手
仁科記念賞を受賞
本学基礎工学研究科の天谷喜一教授、清水克哉助手に仁科記念賞が授与されました。両氏は、50ミリ
ケルビシ、200万気圧という極低温 ・超高圧の未知の複合極限下での物性測定技術を開発 し、この独創
的技術によって、我々に身近な酸素や強磁性体の代表である鉄について、超高圧下において超伝導の存
在を見出しました。上記に加えて 沃素、臭素、カルシウム、燐などについても、圧力誘起超伝導を見
つけ、周期表中の多くの絶縁性あるいは強磁性を示す元素物質も、高圧下では 金属伝導を示すばかり
でなく、「超伝導を示さぬ元素はむしろ例外的である」 ことを明らかにしました。この結論は 「磁性と
超伝導の競合 ・協調」という固体物理の基本的で重要な問題に新しい課題を投げかけるものです。
〈代 表 的 な 論 文 〉
``S
uperconductivityinOxygen"
K.Shimizu,K.Suhara,M。Ikumo,M.1.Eremets,andK.Amaya:Nature,393,767(1998).
"SuperconductivityintheNon-MagneticStateofIronunderPressure"
K.Shimizu,T.Kimura,S.Furumoto,K.Takeda,K.Kontani,Y.Onuki,andK.Amaya:Nature,412,
316(2001).
仁科記念賞 は、故仁科芳雄博士 の功績 を記念 し、理学、工学、医学等あらゆる分野において、老大家
ではな く、新進気鋭の優れた研究者に重点をおいて、 ここ4～5年 来の業績、あるいは最:近にその価値
が認め られたものか ら選ばれる。
清水助手のコメン ト
数年間、天谷先生のヤレル範囲の ことは全てや ってみ ようとの意気 に押 されて、とにか く、「押 し」続
けてきました。実際に手 を動か してやってきた歴代学生の多 くは上に挙げてある結果 を見届 けられずに
卒業 しています。現役の研究室の学生 を含めて評価 して頂いたもので、今後 の高圧研究 に一層の励みに
なると思 ってい ます。
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